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「まちを守る」 使命を胸に競う
第23回添田町消防団ポンプ操法大会
（詳細は６～７ページ）

いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち



３　広報そえだ（令和５年 10月号）

８
月
28
日
、
平
成
29
年
７

月
の
九
州
北
部
豪
雨
の

影
響
か
ら
不
通
と
な
っ
て
い
た

日
田
彦
山
線
が
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
開
業

に
よ
り
６
年
ぶ
り
に
全
線
復
旧

し
ま
し
た
。

　

運
行
本
数
は
鉄
道
時
代
か
ら中島家住宅でミニコンサートを開催

　８月６日、国指定重要文化財中島家住宅でプロの演
奏家を招いてのミニコンサートが開かれました。この
コンサートは県などが取り組むＡＩＲ事業（芸術家な
どが地域住民との交流を通して行う芸術活動）の一環
　　　　　　　　　　　で九州交響楽団のコンサート
　　　　　　　　　　　マスター西本幸弘さんらが演
　　　　　　　　　　　奏。醤油蔵の広さから観客は
　　　　　　　　　　　30人に制限され、参加者は贅
　　　　　　　　　　　沢な時間を過ごしていました。

ＡＩＲ事業第１回ミニコンサート（弦楽四重奏）

問 役場まちづくり課まちづくり推進係（☎82-5965）

広報そえだ（令和５年 10月号）　２

釈迦岳トンネルや専用道を楽しく歩く

　８月11日、彦山駅から釈迦岳トンネル入口までのＢＲＴ
専用道を歩くＢＲＴ専用道ウォーキングが行われました。
晴天に恵まれたこの日は、高齢者や児童など様々な年齢の
町民が参加。参加者はＢＲＴ専用道を歩く最後のチャンス
に歩いては立ち止まり、思い思いに写真や動画などを撮っ
ていました。また、釈迦岳トンネルでは、ＪＲ九州社員の
案内のもと入口から500ｍほど入った地点までを見学。トン
ネル内の涼しく幻想的な空間を楽しんでいました。

ＢＲＴ専用道ウォーキング

普段は歩くことのできないトンネルに参加者は大興奮でした

待ちに待った開業日！豪雨を乗り越え出発進行！！

　日田彦山線ＢＲＴ開業日の８月28日、添田駅で開業歓迎セ
レモニーが行われました。「地域を繋ぐひこぼしラインが未来
へ繋がり、添田町の輝く星になることを期待します」と寺西
町長のあいさつ後、ＢＲＴ車両を運行するＪＲ九州バス添田
支店長と運転手に、保育園児から安全運行を祈念して花束が
贈られました。また、乗客には福岡県産の杉で造られた記念
切符などが手渡され、多くの人に見守ら
れながらＢＲＴ車両が出発しました。

日田彦山線ＢＲＴ開業歓迎セレモニー

「安全運行をお願いします」と園児から花束を渡される運転手たち

約
1.5
倍
に
増
え
、
添
田
ー
日
田

駅
間
約
40
キ
ロ
を
結
ぶ
ひ
こ
ぼ

し
ラ
イ
ン
。
彦
山
ー
宝
珠
山
駅

間
の
約
14
キ
ロ
は
線
路
跡
を
舗

装
し
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用
道
を
、
そ

の
他
の
区
間
は
一
般
道
を
走
り

ま
す
。
途
中
、
４
３
７
９
メ
ー

ト
ル
の
釈
迦
岳
ト
ン
ネ
ル
は
、

鉄
道
時
代
に
は
少
な
か
っ
た
ト

ン
ネ
ル
照
明
が
多
く
設
置
さ

れ
、
白
く
輝
く
幻
想
的
な
空
間

に
変
化
。
さ
ら
に
専
用
道
か
ら

は
季
節
に
よ
り
桜
や
新
緑
、
紅

葉
、
雪
景
色
な
ど
四
季
折
々
の

景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

　

開
業
前
日
の
27
日
に
は
宝
珠

山
駅
（
東
峰
村
）
で
開
業
記
念

式
典
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
開
業

に
あ
わ
せ
町
内
外
で
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
業
日
に
は
代
行
バ
ス
時
代

の
１
日
あ
た
り
利
用
者
数
を
大

き
く
上
回
る
約
400
人
が
乗
車

し
、
最
高
の
滑
り
出
し
を
見
せ

た
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン
。
未
来
永

劫
続
く
交
通
機
関
と
な
る
よ

う
、
沿
線
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
く

り
だ
し
、
多
く
の
観
光
客
を
呼

び
込
む
こ
と
と
あ
わ
せ
、
私
た

ち
添
田
町
民
が
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ

ン
を
「
地
域
の
足
」
と
し
て
、

日
常
使
い
を
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

開業前夜のお祭り、ギャラリーもオープン

　８月27日、ＪＲ添田駅前広場で居食住研究会などが
主催したＢＲＴ開業前夜祭が開かれました。ヨーヨー
釣りや輪投げなどに加えビアガーデンも用意され多く
の人でにぎわいました。また28
日には駅横の物産展示場にギャ
ラリーがオープン。管理する廣
田敏正さんは「駅を利用する人
が休憩でき、地元の人が集う場
になれば」と話していました。

添田駅ＢＲＴ開業前夜祭

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

日
田
彦
山
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ

ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン
運
行
開
始

　　　日田彦山線ＢＲＴひこぼしラインの開業から１か月、この間、多く
　　のお客様に乗車いただき大変感謝しております。運行開始から添田駅
　での対面乗換や、駅停留所の増など多くの喜びの声を頂きました。反面、
お客様が多い時などお待たせする場面もあり申し訳なく思っております。
お客様の多い時間帯は電気バスから多くの方に乗車いただけるディーゼル
バスへの切り替えや２台運行を行い、混雑解消に努めています。また今秋
には水素バスの運行実験が始まります。青でラッピングされたＢＲＴ水素
バスが添田町を駆け抜けますので、皆さん、楽しみにお待ちください。

お
お
バ
に
バ

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

ＪＲ九州バス株式会社添田支店　納所英孝支店長

日
の
での
客
で

　　
　　

開業にあわせ町内で催されたイベントを紹介します

守ら

開業日に配られた記念切符としおり↑

み
ん
な
の
夢
を
乗
せ
て
走
り
出
す



５　広報そえだ（令和５年 10月号） 広報そえだ（令和５年 10月号）　４

ＪＲ九州お忘れ物案内ダイヤル（☎ 0570-

00-2937）にお問い合わせください。受け

付けは年中無休、９時～17時30分の間です。

２種類のＢＲＴ車両が運行していま

す。24人乗りの電気バスは１ドアで、

同じドアから乗り降りください。乗車時は、

降車する人を優先させてください。55人乗

りのディーゼルバスは２ドアで、後ろのド

アから乗り、前のドアから降りてください。

乗り方は？運賃は？皆さんのギモンに答えます

　　　 １ドア
乗り降りどちらも同じ
ドアです

     前降り           後ろ乗り
後ろのドアから乗り、前のドア
から降りてください

きっぷ、または定期券をお持ちでなく、
ＢＲＴ区間内のみを利用するとき
①整理券を取って、ご乗車ください。

②目的地のＢＲＴ駅名がアナウンスさ

れたら、降車ボタンを押してお知らせください。

③現金でお支払いの場合は、整理券と運賃を運賃

箱に入れてください。交通系ＩＣカードでお支払い

の場合は、運転士にお申し出ください。

きっぷ、または定期券をお持ちでなく、
鉄道からＢＲＴにお乗り継ぎされるとき
①鉄道運賃のお支払い時に、ＢＲＴへ

の乗り継ぎを申し出て、「精算証明書」

をお受け取りください。

②整理券を取っ

て、ご乗車くだ

さい。

③目的地のＢＲＴ駅名がアナウンスされたら、降車

ボタンを押してお知らせください。

④ＢＲＴ運転士に「精算証明書」をお渡しの上、運

賃をお支払いください。

きっぷ、または定期券をお持ちでなく、
ＢＲＴから鉄道にお乗り継ぎされるとき
①整理券を取って、ご乗車ください。

②目的地のＢＲＴ駅名がアナウンス

されたら、降車ボタンを押し

てお知らせください。

③ＢＲＴ運転士に鉄道への乗り継ぎを申し

出て、ＢＲＴ区間の運賃をお支

払いいただき「精算証明書」を

お受け取りください。

④鉄道では降車時にＪＲ運転士

に「精算証明書」をお渡しの上、

鉄道区間の運賃をお支払いください。有人駅の場

合は、駅係員に「精算証明書」お渡しの上、鉄道

区間の運賃をお支払いください。

添田から
主な停車駅
までの運賃

歓遊舎
ひこさん 豊前桝田 彦山 深倉 宝珠山 夜明 日田

170円 210円 230円 380円 480円 660円 860円

ＪＲ九州のきっぷうりばがある駅で発売

しています。定期券の運賃は、ＪＲ九州

案内センター（☎ 0570-04-1717）に問い合わせ

ください。

日田彦山線ＢＲＴでは現在地や運行状況

がリアルタイムで確認できるバスロケー

ションシステムを導入しています。

パソコンやスマートフォンなどで

確認できます。

▶バスロケーションシステム

https://www.brt-hikoboshiline.com/location

ＳＵＧＯＣＡなどＪＲ九州と相互利用を

している交通系ＩＣカードは、ＢＲＴ区

間の運賃に使用できます。しかし、ＪＲと日田

彦山線ＢＲＴをまたがっての交通系ＩＣカード

の利用はできません。また、ＢＲＴ車内では、

交通系ＩＣカードへのチャージはできません。

なお、ＰｉＴａＰａは利用できません。

日田彦山線ＢＲＴ
ひこぼしラインのアレコレ

運賃は鉄道区間とＢＲＴ区間を分けてお

支払ください。質問の場合、彦山駅から

ＢＲＴに乗車後、添田駅での降車時に運賃230

円を支払い、運転士に鉄道へ乗り継ぐ旨を申し

出ください。その場で「精算証明書」が渡され

ます。その後、鉄道に乗り田川後藤寺駅で下車、

駅係員に「精算証明書」を渡し鉄道区間の運賃

を支払ってください。鉄道区間の運賃は、正規

の運賃は260円ですが、「精算証明書」により

100円引きの160円となります。
きっぷ、または定期券をお持ちのとき
①整理券を取って、ご乗車ください。

②目的地のＢＲＴ駅名がアナウンス

されたら、降車ボタンを押

してお知らせください。

③きっぷまたは定期券を運転士にお見せく

ださい。旅行終了の場合、きっぷは回収します。

ＢＲＴの初乗り運賃は170円です。添田ー日田間では860円となります。日田彦山線
ＢＲＴの詳しい運賃は、日田彦山線ＢＲＴ公式ホームページなどで確認ください。

きっぷや定期券の有無やＢＲＴから鉄道に乗

り継ぐ場合、鉄道からＢＲＴに乗り継ぐ場合

など、条件によって運賃の支払い方法が異なります。

福岡県や市町村、交通事業者など官民が

連携して実施しているＭ
マ ー ス

ａａＳ（バスや

鉄道などの複数の交通手段を最適に組み合わせ

検索・予約・決済を一括で行うサービス）の実

証実験で、ＢＲＴが１日乗り放題になり、飲食

店などの割り引きなどの特典がついたデジタル

乗車券「ＢＲＴひこぼしライン開業記念１ＤＡ

Ｙ満喫フリーチケット」が860円で販売

されています。詳しくは福岡県ホーム

ページで確認ください。

　電気バス　　　　　　　　ディーゼルバス

し

各駅ごとの詳しい運賃は日田彦山線
ＢＲＴ公式ホームページで確認　→

ＢＲＴバスロケーション↑
システムはコチラから

福岡県ホームページはコチラから↑

問 ＪＲ九州案内センター（☎0570-04-1717）

いくらで日田まで行けますか？

彦山駅から田川後藤寺駅に向

かうときの運賃はどうなりま

すか？

ＢＲＴがいつ来るか知りたい！

運行状況の確認はできますか？

ＢＲＴ車内に忘れものをしま

した。どこに連絡すればいい

ですか？

通勤や通学で定期券が欲しい！

定期券はどこで買えますか？

ＳＵＧＯＣＡ、ｎｉｍｏｃａ、

はやかけんなどの交通系ＩＣ

カードは使えますか？

１日乗り放題の乗車券がある

と聞いたのですが？

ＢＲＴ車両の乗り方は？

運賃の支払い方法は？
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火
災
現
場
な
ど
混
乱
し
が
ち
な
場
面
に

お
い
て
命
令
系
統
を
遵
守
し
た
正
確

な
消
火
行
動
を
行
う
た
め
の
技
術
向
上
な
ど

を
目
指
し
開
催
さ
れ
る
ポ
ン
プ
操
法
大
会
。

厳
し
い
猛
暑
の
中
で
訓
練
を
重
ね
て
き
た
消

防
団
員
約
140
人
が
そ
え
だ
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
に
集
結
し
、
９
月
３
日
、
第
23
回
添

田
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
２
年
ご
と
に
行
わ

れ
て
い
た
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、

５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
消
防
団
員
の
負
担
軽
減
な
ど
を
考

慮
し
て
全
国
的
に
ル
ー
ル
が
見
直
さ
れ
、
今

大
会
か
ら
待
機
線
と
集
合
線
が
な
く
な
り
、

定
位
に
つ
い
た
状
態
か
ら
の
操
法
開
始
と
な

り
ま
し
た
。
併
せ
て
添
田
町
消
防
団
で
は
、

訓
練
は
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
の
夜
間
や
休
日

に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
訓
練
回
数
や
１
回
あ

た
り
の
訓
練
人
員
の
制
限
な
ど
、
消
防
団
員

の
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

６
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ
た
訓
練
で
は
、

各
分
団
大
雨
な
ど
の
影
響
で
想
定
ど

お
り
の
訓
練
が
で
き
な
い
と
き
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
応
援
に
駆
け
付
け
た
団
員
が
技

術
を
伝
え
、
何
本
も
の
ホ
ー
ス
を
巻
き
、
動

画
を
撮
り
選
手
の
動
作
を
確
認
、
声
を
か
ら

し
な
が
ら
選
手
を
鼓
舞
し
、
大
会
で
披
露
で

き
る
レ
ベ
ル
ま
で
の
操
法
に
仕
上
げ
て
い
き

ま
す
。

４
人
の
選
手
で
行
わ
れ
る
小
型
ポ
ン
プ
操

法
。
可
搬
ポ
ン
プ
右
側
後
方
に
据
え
ら
れ
た

水
利（
防
火
水
槽
）か
ら
３
本
の
ホ
ー
ス
を
つ

な
ぎ
、
火
点（
的
）に
放
水
。
火
点
が
倒
れ
る

ま
で
の
時
間
を
競
う
と
同
時
に
、
消
火
活
動

に
必
要
な
機
材
操
作
の
正
確
性
や
各
選
手
の

規
律
、節
度
な
ど
が
採
点
基
準
と
な
り
ま
す
。

「
火
点
は
前
方
の
標
的　

水
利
は
ポ
ン

プ
右
側
後
方
防
火
水
槽　

手
び
ろ

め
に
よ
る
二
重
巻
ホ
ー
ス
一
線
延
長　

操
作

―
―
始
め
」

添
田
町
民
の
尊
い
命
と
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
火
災
や
災
害
が
発
生
す
れ
ば
昼
夜
を
問

わ
ず
現
場
に
急
行
し
、
最
前
線
で
活
動
す
る
添
田
町
消
防
団
。
９
月
３
日
、
そ
え
だ
サ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
消
火
技
術
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
２
か
月

に
渡
っ
て
磨
き
抜
か
れ
た
操
法
技
術
な
ど
、
訓
練
の
集
大
成
を
各
分
団
で
競
い
合
い
ま
し
た

45
秒
に
自
分
の
持
て
る
全
て
を
注
ぎ
込
む

消
防
団
員
の
熱
い
夏

第
23
回
添
田
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

◉
ポ
ン
プ
操
法
大
会
　

結
果

▼
優
勝
＝
本
部
分
団

　

▼
準
優
勝
＝
第
３
分
団

　

▼
第
３
位
＝
第
５
分
団

　

▼
敢
闘
賞
＝
第
１
分
団

　

▼
敢
闘
賞
＝
第
２
分
団

　

▼
敢
闘
賞
＝
第
４
分
団

　

▼
敢
闘
賞
＝
第
６
分
団

１

２

指
揮
者
の
様
々
な
想
い
の
こ
も
っ
た
力

強
く
、
気
合
い
が
の
っ
た
号
令
に
３

番
員
が
「
よ
し
」
と
反
応
す
る
と
各
選
手
が

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
的

に
放
水
す
る
ま
で
約
45
秒
。
た
っ
た
45
秒
。

し
か
し
こ
の
45
秒
を
最
高
の
も
の
に
す
る
た

め
、
選
手
た
ち
は
２
か
月
間
、
厳
し
く
苦
し

い
訓
練
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
全
て
の
選

手
が
今
ま
で
で
最
高
の
操
法
を
披
露
し
ま
す
。

指
揮
者
の
最
後
の
号
令
「
別
れ
」
の
あ
と
に

お
互
い
を
称
え
あ
う
よ
う
に
敬
礼
を
し
、
操

法
は
終
了
。
出
場
し
た
選
手
た
ち
に
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

機
敏
な
動
作
と
操
法
技
術
、
熟
練
さ
れ
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
熱
き
消
防
魂
を
見
せ
て
く

れ
た
添
田
町
消
防
団
。
通
常
の
礼
式
訓
練
な

ど
で
は
身
に
付
け
る
こ
と
が
難
し
い
規
律
や

団
結
力
は
、
住
民
の
生
命
や
財
産
が
脅
か
さ

れ
る
火
災
や
災
害
現
場
な
ど
で
活
か
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

◉
ポ
ン
プ
操
法
大
会
　

個
人
表
彰

▼
最
優
秀
指
揮
者

　
　

＝
川
津
圭
一
郎

　
　
　
（
第
３
分
団
班
長
）

▼
最
優
秀
１
番
員

　
　

＝
大
石
子
夏

　
　
　
（
第
５
分
団
団
員
）

▼
最
優
秀
３
番
員

　
　

＝
濵
崎
雅
博

　
　
　
（
本
部
分
団
団
員
）

▼
最
優
秀
２
番
員

　
　

＝
安
永
祥

　
　
　
（
第
５
分
団
団
員
）

▼
審
査
員
特
別
賞

　
　

＝
畠
田
武
士

　
　
（
指
揮
者
・

　
　

第
１
分
団
班
長
）

▼
審
査
員
特
別
賞

　
　

＝
橋
田
了

　
　
（
２
番
員
・

　
　

第
３
分
団
団
員
）

１＿操法開始前に円陣を組み心を一
つにする分団／２＿指揮者の合図で
操法開始です／３・４＿「操作ー始め」
「よし」。号令と同時に指揮者は筒先
を背負った後ホースを担ぎ、１番員
はホースをポンプに結合後ホースを
担ぎ、火点に向かい猛然とダッシュ
します／５＿２番員は吸管を水利投
入後、吸管控綱をポンプにもやい結
びで結着させ、３番員はポンプを始
動し真空をかけ余裕ホースをとり、
１番員の「放水始め」を待ちます／６
＿「放水始め」指揮者が１番員に合
図します／７＿火点を倒した後、１
番員と筒先員を交代する指揮者／８
＿１番員が筒先員を交代した後、指
揮者は火点を注視、２番員は破壊地
点でとび口を構えます／９＿指揮者
の合図で３番員に「放水止め」を伝
達する２番員／10＿「おさめ」の号令
により開始位置に戻り点検報告後、
操法終了を分団長に報告する指揮者

問 役場防災管財課防災安全係（☎82-4002）
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保健だより

◉１日10分の運動で、将来の健康を手に入れる

体を動かして健康維持しましょう！
　運動をよく行っている人などは、高血圧、糖尿病、肥満などの罹患率や死亡率が
低いことが、高齢者でも歩行など日常生活での身体活動が、寝たきりなどを減少さ
せる効果のあることが示されています。生活習慣病の予防などは、長期的には10分
程度の歩行を 1日に数回行う程度でも健康上の効果が期待できます。家事、庭仕事、
通勤のための歩行などの日常生活活動、余暇に行う趣味・レジャー活動や運動・ス
ポーツなどすべての身体活動が健康に欠かせません。

100歳の皆さんに
長寿のお祝い

髙瀬　フヂ子さん（添田東）

　

敬
老
の
日
を
前
に
９
月
15
日
、
今
年
度
100
歳

を
迎
え
る
方
の
内
、
自
宅
で
過
ご
さ
れ
て
い
る

２
人
の
長
寿
者
を
寺
西
町
長
が
訪
問
し
て
長
寿

の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
訪
問
先
で
は
、
身
支

度
を
し
た
長
寿
者
の
皆
さ
ん
が
家
族
と
一
緒
に

元
気
な
笑
顔
で
寺
西
町
長
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
100
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。い
つ
ま
で

も
健
康
で
い
て
く
だ
さ
い
。
元
気
な
姿
で
、
ま

た
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
寺
西
町
長
が
声
を
か
け

て
、
お
祝
い
状
を
手
渡
す
と
「
は
い
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
力
強
い
握
手
で
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
９
月
18
日
の
敬
老
の
日
現
在
、
町

に
は
75
歳
以
上
の
人
は
２
１
２
７
人
、
そ
の
中

で
も
100
歳
以
上
の
人
は
17
人
で
す
。
い
つ
ま
で

も
健
康
な
長
寿
の
皆
さ
ん
は
、
町
の
誇
り
で
す
。

町
で
は
、
今
後
も
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
皆

さ
ん
が
安
心
し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

長
寿

万
歳

入口　マサヱさん（上落合一）

　運動におすすめの時間帯は「食後すぐに動くこと」です。
　動く内容は食器洗いや洗濯物干し、 掃除機がけ、 風呂掃除などの家事でＯＫです。とにかく食
後にじっとしていないこと !

　食後は血糖値が最も上がりやすい時間帯ですが、そのタイミングで動くことで血糖値
を下げるインスリンを使わずに筋肉で血糖を消費することができ
ます。血糖値が上がりにくいと、太りにくい体になります。食後
はゆっくりしたい派の人には食前の筋トレがおすすめです。椅子

からゆっくり立ち上がりゆっくり腰を下ろすスクワットや椅子の背もたれ
を利用したスクワットを10回行ってから食事をしてみましょう。

100歳とは思えないほど足腰の元気な入口さん。歯
医者に行ったことがないほど歯も丈夫で、元気の秘
訣は 1日３食しっかり食べることだそうです。趣味
はテレビ鑑賞。特に相撲や野球などのスポーツ番組
が大好きで80歳くらいまでは詩吟を趣味にしていた
入口さんは、同じく詩吟を趣味にする寺西町長と盛
り上がり、別れ際には固い握手を交わしていました。

　娘夫婦と３人で暮らす髙瀬さん。過去に心筋梗塞
などの大病を患い、リハビリの大切さを知っている
髙瀬さんは、日中、歩行器を使い家の中を歩いて健
康づくり励んでいます。また、お米が大好物で、毎
日欠かさず食べているそうです。日々の楽しみは、
デイサービス。サングリーンそえだに週３日通いリ
ハビリや入浴、友人との会話を楽しんでいます。

　運動は、余暇時間に行うもので、疾病を予防や活動的な生活を送る基礎となる体力を
増加させるための、基本的な身体活動です。
　運動の強度や行う時間によって消費されるカロリーは変わりますが、運動の効果はカ
ロリー消費だけではなく、筋力の保持増進や骨が丈夫になる、肥満の改善、血糖値上昇
予防など多くの効果が期待できます。

　でも、１万歩は無理・・・という人は、できることから始めましょう。最初は
歩く歩数を１日1,000歩増やしてみましょう!
　1,000歩は10分程度で歩ける歩数で、距離としては600～700mです。

◎運動の効果

　ステップ運動（踏み台昇降）をしてみませんか。
　10～20cmの段差をその場で上り下りするだけの運動ですが、 ウォーキングよりも強
度の高い有酸素運動なので、 全身持久力や筋持久力の向上が期待できます。段差は、不
要になった厚みのある雑誌を重ねてガムテープで固定するだけでも作れます。涼しい部
屋でテレビを見ながら運動ができるためおすすめです。コレステロールの減少も期待で
きます !

◎運動の基本はウォーキング。理想は１日１万歩！

◎日中は暑くて・・屋内でできる運動は？

◎効果的な運動はいつすればいいの？

問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係（☎31-5001）

問 役場福祉環境課高齢者支援係（☎82-1232）
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上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。特
に
、

国
語
で
は
「
読
む
こ
と
」、数
学
で
は
「
デ
ー

タ
活
用
」、
英
語
で
は
「
聞
く
こ
と
」
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
児
童
・
生
徒
質
問
紙
調
査
の
結

果
か
ら
は
、
全
国
と
比
べ
厳
し
い
状
況
が
う

か
が
え
ま
す
。
▼
「
毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い

る
」
が
、
小
学
生
・
中
学
生
と
も
に
昨
年
よ

り
悪
化
し
て
い
ま
す
。
毎
日
リ
ズ
ム
正
し
く

朝
食
を
食
べ
て
い
る
割
合
が
年
々
減
少
し
、

小
学
生
で
は
４
人
に
１
人
以
上
・
中
学
生
で

は
３
人
に
１
人
以
上
が
朝
食
を
と
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。
▼
「
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ

が
あ
る
と
思
う
」
で
は
、
小
学
生
・
中
学
生

と
も
に
全
国
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
自
分
を

大
切
に
思
う
自
尊
感
情
の
低
い
状
況
が
続
い

教育の

ひろば
教育の

ひろば
◉令和５年度全国学力・学習状
況調査が４月に小学６年生・中
学３年生を対象に実施されまし
た。今年度は国語・算数 /数学・
英語の教科に関する調査と、学
習意欲・学習方法・学習環境・
生活環境などの側面に関する質
問紙調査が行われ、７月末にそ
の結果が発表されましたので、
結果概要をお知らせします。

　

小
学
６
年
生
（
以
下
「
児
童
」
と
い
う
。）

で
は
国
語
・
算
数
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
国

語
で
は
全
国
平
均
に
わ
ず
か
に
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
算
数
で
は
全
国
平
均
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
語
の
領
域
別
で
見

る
と
「
読
む
こ
と
」
の
領
域
で
は
全
国
を
上

回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
領
域
で
は
全

国
平
均
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で
し
た
。
算
数
で

は
、「
変
化
と
関
係
」「
デ
ー
タ
活
用
」
領
域

で
全
国
平
均
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で
し
た
が
、

そ
の
ほ
か
の
領
域
で
は
全
国
を
上
回
り
ま
し

た
。
小
学
校
で
は
こ
の
数
年
全
国
と
ほ
ぼ
同

じ
か
そ
れ
を
上
回
る
結
果
で
推
移
し
て
い
ま

す
。

　

中
学
３
年
生
（
以
下
「
生
徒
」
と
い
う
。）

で
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
全
て
で
全
国
を

▼
教
科
に
関
す
る
調
査
結
果

問 役場教育委員会学校教育課学校教育係
　 （☎ 82-5963）

▼
質
問
紙
に
関
す
る
調
査
結
果

令和５年度　児童・生徒質問紙（抽出）
～添田町および福岡県、全国の平均回答率（％）～

て
い
ま
す
。
▼
「
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉

強
し
て
い
る
」
で
は
小
学
生
は
全
国
を
上

回
っ
て
い
ま
す
が
、
中
学
生
は
全
国
に
比
べ

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
▼
「
い
じ
め
は

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
か
」
で
は
、
小
学
校
で
は
、「
そ

う
思
う
」
が
全
国
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、

中
学
校
で
は
、
全
国
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
児
童
・
生
徒
質
問
紙
調
査
の
結

果
か
ら
見
え
る
課
題
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ま

で
同
様
「
生
活
習
慣
の
見
直
し
」「
自
尊
感

情
を
高
め
る
取
組
み
」
が
と
て
も
大
切
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
で
の
ス
マ

ホ
や
ゲ
ー
ム
の
制
限
、
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
を
食
べ
る
な
ど
の
生
活
習
慣
の
見
直

し
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
学
校
で
も
、
授
業

改
善
の
他
に
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
や
「
体
験

学
習
」
な
ど
で
や
る
気
や
自
信
を
高
め
る
取

組
み
を
強
化
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
行
政
と
の
連
携
を
大
切
に

し
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
取
組
ん
で
い
き
ま

す
。
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

小学校６年生

毎朝
朝食を
食べてい
る

将来の夢
や目標を
持ってい
る

自分に良
いところ
があると
思う

自分で計
画を立て
て勉強し
ている

休みの日
は家で１
時間以上
勉強して
いる

読書は好
きですか

いじめはど
んなことが
あってもい
けないこと
だと思う

添田町 72.5 66.7 33.3 35.3 45.0 29.4 86.3

福岡県 80.0 61.5 41.1 25.9 46.7 40.4 82.9

全　国 83.7 60.8 42.6 28.7 52.5 39.4 82.6

中学校３年生

毎朝
朝食を
食べてい
る

将来の夢
や目標を
持ってい
る

自分に良
いところ
があると
思う

自分で計
画を立て
て勉強し
ている

休みの日
は家で１
時間以上
勉強して
いる

読書は好
きですか

いじめはど
んなことが
あってもい
けないこと
だと思う

添田町 63.6 30.9 30.9 3.6 52.6 34.5 74.5

福岡県 77.1 40.4 36.4 13.3 61.6 35.2 82.0

全　国 78.6 39.4 37.2 15.3 65.3 35.2 80.3
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まちからのお知らせ＆情報

森 林の立木を伐採するときは、自分が所有す
る山林であっても必ず事前に伐採届の提出

が義務付けられています。また、伐採後、造林が
完了したときにも状況を報告する義務があります。

◉提出が義務づけられているもの
　①立木を伐採するとき→「伐採
　及び伐採後の造林の届出書」
　②伐採が完了したとき→「伐採
　に係る森林の状況報告書」
　③伐採後の造林が完了したとき
　→「伐採後の造林に係る森林の状況報告書」
※提出しなかった場合は、罰則があります。

◉対象者
　森林所有者や立木を買い受けた人など
※立木を伐採する人と伐採後の造林を行う人が異
なる場合は、連名での提出が必要です。

◉対象となる森林
　保安林を除く添田町地域森林計画区域内の立木
※保安林を伐採する場合や１ヘクタール（太陽光
発電設備の設置を目的とする場合は 0.5 ヘクター

ル）を超える開発をする場合は、
福岡県への届出が必要です。対象
の森林に該当するかわからない場
合は、事前に問い合わせください。

◉提出期間
　①伐採及び伐採後の造林の届出書→伐採を始め
　る90日前から30日前まで（森林経営計画に基づ
　く伐採の場合は、伐採後30日以内）
　②伐採に係る森林の状況報告書→伐採を完了し
　た日から30日以内
　③伐採後の造林に係る森林の状況報告
　書→造林を完了した日から30日以内

◉提出先
　役場農林業振興課林業振興係

※様式は、役場農林業振興課林業振
興係で配布しているほか、町ホーム
ページからもダウンロードできます。
添付書類など、詳しくは問い合わせ
ください。　

問 役場農林業振興課林業振興係（☎ 82-1237）
　 飯塚農林事務所林業振興課普及係
　 （☎ 0948-21-4966）

やさしい社会の絆。広げよう「里親」の輪

10月は「里親月間」です

森林法により義務付けられています

森林を伐採するときは
届け出が必要です

何 らかの事情で親と離れて暮ら
す子どもたちが、福岡県には

1,800人います。そうした子どもを自
分の家庭に受け入れ、さまざまなサ
ポートを受けながら養育するのが「里親制度」です。
◉里親制度には４つの種類があります
　▶養育里親　▶専門里親　▶養子縁組里親　▶
　親族里親
◉里親になるまでの流れ
　①相談→②研修→③申請→④調査→⑤審議会→
　⑥認定・登録
◉養育に必要な費用が支給されます
　子どもを育てるために必要な生活費、教育費、
　医療費などが支給されます。
※里親になるためには、要件があります。
詳しくは問い合わせください。

問 【福岡県里親養育包括支援業務受託】
 　社会福祉法人嘉穂郡社会福祉協会フォ
　 スタリング機関そわか（☎0948-42-1052）
　 福岡県田川児童相談所（☎ 42-0499）

現在16人が活躍中

添田町女性活躍推進バンク
登録者募集中です

添 田町女性活躍推進バンクは、女性ならでは
の新しい視点や感性を活かして、多様な意

見を町政に反映させるための登録制度です。登録
すると町の審議会などの委員の候補になります。
あなたの「経験」や「知識」をまちづくりに取り入
れてみませんか。
◉対象　町内在住・在勤の18歳
　以上の女性（高校生は除く）
◉分野　まちづくり、子育て、
　福祉、環境など
◉申込方法　役場総務課男女共
　同参画推進係で配布している
　申込書に必要事項を記入し、提出してください。
　申請書は町ホームページからもダウンロードで
　きます。
問 役場総務課男女共同参画推進係（☎ 82-1231）

月間」ですす

れて暮暮らら
岡県ににはは
どもを自自
ざまなサ
るのが「里親制度」です

歳

共
↑町ホームページは
  こちらから

↑ホームページ
  はこちらから



My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。
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添田町立図書館読書会教養講座

認知機能向上にフラワーアレンジメント

中元寺小学校で稲刈り

金色に輝く田で、今年の実りを収穫

↑鎌を使い収穫したお米は、学校給食で提供されました

　９月19日、中
元寺小学校の５
年生が小学校前
の田んぼで稲刈
り体験を行いま
した。コロナ禍
前、小学１年生
時以来の稲刈り
体験。４年ぶり
とは思えない手
さばきで中元寺の自然を愛する会指導のもと、次々に稲
を刈っていきます。今年は日照り続きで収穫量が例年よ
り少なめでしたが、楽しく稲刈りを行っていました。

福岡県物産振興会表彰

英彦山がらがらで物産振興に貢献

　英彦山がらがら窯元代表の篠﨑嘉𠀋さんが
英彦山がらがらなど伝統工芸品を通じて、長
年にわたり福岡県の物産振興に貢献したとし
て、福岡県知事から感謝状が贈られました。
「日本最古の土鈴」といわれ、800年の歴史を
誇る英彦山がらがら。200年前から続く窯元
で育ち、小学５年生ごろから英彦山がらがら
を作っている、今年米寿を迎える篠﨑さんは
英彦山がらがらの良さを伝え、多くの人が体
験できるように各種イベントで絵付け体験を
開催しています。「先代、先々代と続いてきた
窯元をできるだけ続け、まだまだがらがらを
作りたい」と笑顔で話してくれました。

2023年度ＰＧＡ資格認定プロテスト

祝！プロテスト合格！目指せ賞金王

　公益社団法人日本プロゴルフ協会が実施す
る男子ゴルフプロテストに平原颯太さん（岩
瀬）が合格し、その喜びを寺西町長に報告に
訪れました。鷹羽ロイヤルカントリークラブ
での業務の傍らプロを目指し練習を積んでき
た平原さん。３月29日から始まったプロテス
ト九州地区予選、１次・２次プロテストを危
なげなく通過した平原さんは、最終プロテス
トに臨みます。４日間の日程が雨霧のため５
日間となる悪天候の中でも順調にスコアを伸
ばした平原さんはトータル２アンダー29位タ
イで終了。55位タイまでが合格ラインとなっ
た今年のプロテストに見事合格しました。

添田町舞姫連「夢芝居を舞う」

昭和の名曲にあわせ舞姫たちが舞う

↑舞姫連の皆さんの踊りに、観客は見入っていました

↑リラックスして作品作りに取り組む参加者の皆さん

↑「出場できる試合に出て好成績を残し、テレビで放送されているレギュラーツアーに出場して
　皆さんに雄姿を見てもらいたいです。応援よろしくお願いします」と力強く話す平原プロ㊧

　９月２日、３
日の２日間、国
指定重要文化財
中島家住宅で添
田舞姫連の皆さ
んが「夢芝居」
や「秋桜」、「も
しもピアノが弾
けたなら」など
昭和の名曲にあ
わせ踊りを披露しました。中島家の茶の間などをステー
ジに踊りを披露した舞姫連の皆さん。観客席の土間には
入りきれない程の人が集まり、大変にぎわっていました。

　９月２日、認
知機能向上を目
的に生花を使っ
た「フラワーア
レンジメントで
脳トレーニング」
講座が図書館で
開かれました。
生花の香りで癒
され、アレンジ
メント作品を完成させる達成感は、脳に刺激となります。
スポンジの決められた箇所に生花を挿すことで空間認知
能力や注意力の向上にも繋がる作品作りを楽しみました。

↑英彦山がらがら絵付け体験は10月28日、29日にオークホール駐車場で開催予定のふる里まつりでも行われます

添田町立小中学校建設事業校舎新築工事起工式

安全第一で地域や生徒に配慮した工事を

↑起工式で草刈初之儀（くさかりぞめのぎ）を行う寺西町長

　令和７年４月
開校予定の添田
町立小中学校校
舎新築工事の起
工式が９月５日
に行われました。
新校舎の工事期
間は１年６か月
以上にもわたり
ます。起工式で
は寺西町長や畠田議長、施工業者の東洋建設（株）鷹嶋
九州支店長ら関係者などが出席し神事式が執り行われ、
出席者全員で工事の安全と順調な進捗を祈願しました。

令和４年度決算審査報告

予算執行状況などをくまなく審査

↑意見書を提出した宮平監査委員㊥、緒方監査委員㊧

　町の財務に関
する事務が適正
かつ効率的に執
行されているか
を監査する添田
町監査委員の宮
平信之さんと緒
方裕子さんが、
令和４年度の歳
入歳出決算の審
査意見書を寺西町長に提出しました。審査は事業実績に
基づき関係諸表の確認など約１か月にわたって行われま
した。決算の詳細は広報そえだ11月号でお知らせします。

↑寄贈されたダンボール製の授乳室

授乳室寄贈式

子育て世帯が使いやすい道の駅に

　道の駅歓遊舎ひこさんにダンボール製の授
乳室と授乳用チェアが寄贈され、９月22日に
寄贈式典が開かれました。寄贈者の日本道路
建設業協会九州支部三苫支部長は「子育て世
帯のお出かけの悩みが、少しでも無くなれば
幸いです」とあいさつ。「子ども連れの家族が
道の駅をより安心して、リラックスして使用
できる施設にしたい」と寺西町長もお礼を述
べました。寄贈されたダンボール製の授乳室
は鍵がかからない構造のため、道の駅歓遊舎
ひこさんでは物産館横の室内から鍵のかかる
多目的室内に授乳室を設置して、必要な人が
安心して利用できるように配慮します。

↓授乳室を寄贈した三苫日本道路建設業協会九州支部長（前列右）と受贈した寺西町長（前列左）

↑物産館とトイレの間にある多目的室に設置されます

添田中学校１年生国際交流授業

フォーにアオザイ、ベトナムってどんな国？

↑ありがとうなど、すぐに使えるベトナム語講座もありました

　９月８日、添
田中学校でベト
ナムから和歌山
大学に留学中の
タ・グエン・トゥ
イ・ティエンさん
による中学１年
生との国際交流
授業が行われま
した。日本での
生活などを紹介した後、生徒からの質問に答えたグエン
さん。最後は「目標をもって積極的に行動すれば必ず道
は拓ける」と生徒たちにメッセージを送っていました。
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的あてゲームでドローンを駆使する
はじめてのドローン体験教室
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10月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

れ

未就学児のお子さんの写真を募集します

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をＥメールで送信してください。

koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

送信先

ナミちゃんHAPPYBIRTHDAY♥
いつも家の中を明るくしてくれて
ありがとう！まだまだ成長が楽し
み～　パパ・ママ

植田 南
なみ

海ちゃん
10月４日生❺・庄西

福冨 衣
いつき

姫ちゃん
10月28日生❻・峰地

いっちゃん6才おめでとう(*^^*)
来年から小学校やね♪お友達たく
さんつくって勉強頑張ってね♡♬

中富 心
みみ

美 ちゃん 
10月30日生 ❷・野田

募集

11月生まれの
締め切りは、

10月13日金です。

我が家のヤンチャガール♡お誕生
日おめでとう♡♡

★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

　▷10日／虹の会読み聞かせ　▷17日／ペッタ
　ンアート　▷24日／新聞紙遊び　▷31日／ハロ
　ウィン
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

　▷６日または13日／大任町の道の駅におでかけ
　▷20日／親子健康教室・おっぱい相談
　▷27日／虹の会読み聞かせ
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

　▷11日　▷25日／虹の会読み聞かせ
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」

　▷12日
★虹の会　布おもちゃ製作（全４回／10・11月開催）

※詳しくは「おんぶにだっこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎ 85-0888）

★サーク

役

★

」

ハロ
タ

せ

地域子育て支援センター

　　　10月の予定 ◉
11
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

10
月
13
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

文
芸
歳
時
記

【
短
歌　

投
稿
】

秋
霖
に
霞
む
山
里
過
ぎ
し
日
は

　
　

さ
み
し
き
こ
と
も
懐
か
し
き
か
な　

独
活
山
強
実

住
職
は
法
話
に
変
わ
り
ビ
デ
オ
押
し

　
　
　
　
　

八
犬
伝
を
門
徒
に
見
せ
り　

櫻
木
マ
サ
子

「
頑
固
さ
を
少
し
く
だ
さ
い
」
呟
い
て

　
　
　

祖
父
の
遺
影
に
手
を
合
わ
せ
て
る　

佐
藤　
　

直

ス
イ
ッ
チ
ョ
ン
虫
の
音
も
言
の
葉
も

　
　
　
　

美
し
き
も
の
昭
和
逝
き
た
り　

柳
瀬　

一
徳

神
々
は
出
雲
に
集
ひ
人
々
は

　
　
　
　
　

秋
の
実
り
を
捧
げ
祭
ら
ふ　

西
村　

宗
雪

【
俳
句　

投
稿
】

か
な
か
な
の
魂
ふ
る
ば
か
り
行
者
杉　
　

伊
勢
村　

稔

大
き
な
眼
何
処
へ
行
く
の
か
赤
蜻
蛉　
　

寺
本　

紀
子

空
蝉
の
軽
さ
い
の
ち
の
軽
さ
と
も　
　
　

島
津
余
史
衣

蓮
ひ
ら
き
風
の
吐
息
の
見
え
に
け
り　
　

伊
井
寸
美
子

い
さ
さ
か
の
憂
日
も
見
せ
ず
ダ
リ
ヤ
咲
く　

山
本　

仁
恵

ど
や
ど
や
と
来
て
草
を
刈
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

天
野
ユ
キ
海

年
齢
の
歩
み
止
め
た
る
衣
替　
　
　
　
　

立
花　

克
明

虫
の
音
は
ね
む
れ
ぬ
我
に
寄
り
そ
い
し　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

人
類
の
未
来
気
に
な
る
温
暖
化　
　
　
　

原
田
祥
二
郎

子
や
孫
に
引
き
継
ぐ
幸
せ
我
が
血
筋　
　

原
田　

順
子

の
相
手
）
に
よ
っ
て
お
菊
が
殺
さ
れ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
地
域
の
人
び
と

が
そ
の
出
来
事
を
悲
し
み
、
お
菊
の

お
墓
を
建
て
て
供
養
し
た
と
も
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
英
彦
山
修
験
道
館
に
は

六
助
が
使
っ
て
い
た
と
伝
わ

る
鉄
砲
と
鉄
棒
が
展
示
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。
長
さ
約
2.5
ｍ
の
大
き
な
鉄

砲
と
重
さ
約
60
㎏
の
鉄
棒
は
、
力
持

ち
だ
っ
た
六
助
を
連
想
さ
せ
る
も
の

で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
見
学
に
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員（
商
工
観
光

振
興
課
歴
史
文
化
財
係
）】

※
参
考
文
献

添
田
町
『
添
田
町
史
』
平
成
４
年

添
田
町
『
津
野
』
昭
和
42
年

歴まちコラム　　～歴史と文化のふる里探訪～

彦
山
権
現
誓
剣
は
、
三
味
線
を

弾
き
な
が
ら
物
語
を
語
り
、

人
び
と
を
楽
し
ま
せ
る
「
浄じ

ょ
う
る
り

瑠
璃
」

と
い
う
伝
統
芸
能
の
演
目
で
す
。
作

者
は
梅う

め
の野

下し
た
か
ぜ風

、
近ち

か
ま
つ松

保や
す
ぞ
う蔵

の
２
人

に
よ
る
合
作
で
、「
摂せ

っ
つ
の
く
に

津
国
須す

ま
う
ら

磨
浦

の
段
」
や
「
山

や
ま
し
ろ
の
お
く
に

城
国
小お

ぐ
る
す

栗
栖
瓢ひ

ょ
う
た
ん箪

棚だ
な

の
段
」
な
ど
の
11
段
（
場
面
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
明
６
（
１

７
８
６
）
年
、
大
阪
の
道
頓
堀
東
芝

居
で
初
め
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
11
段
の
う

ち
９
段
目
の
「
豊ぶ

ぜ
ん
の
く
に

前
国
毛け

や
む
ら

谷
村
の
段
」

で
す
。
そ
の
内
容
は
、
父
親
を
闇や

み
う討

ち
さ
れ
た
娘
お
園
が
英
彦
山
の
麓

ふ
も
と

の

毛
谷
村
（
現
、
中
津
市
）
に
住
む
六

助
と
い
う
人
物
と
と
も
に
、
父
親
の

か
た
き
討
ち
に
向
か
う
と
い
う
話
で
、

こ
の
段
は
「
歌
舞
伎
」
で
も
上
演
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
に
は
、
こ
の
演
目
と
同
じ

よ
う
な
話
が
「
毛
谷
村
六
助

伝
説
」
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
六

助
は
正
直
者
の
親
孝
行
な
男
で
、
馬

を
両
手
で
持
ち
上
げ
る
ほ
ど
の
大
変

な
力
持
ち
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

力
は
英
彦
山
の
神
様
に
お
祈
り
を
し

て
授
か
り
、
剣
術
は
英
彦
山
の
豊
前

坊
天
狗
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

伝
承
で
は
、
英
彦
山
へ
参
詣
に

来
た
お
園
が
、
六
助
に
父
親

の
か
た
き
討
ち
の
協
力
を
頼
み
、
そ

の
後
、
見
事
か
た
き
討
ち
を
果
た
し

た
六
助
は
こ
れ
が
縁
で
お
園
と
結
婚

し
た
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、『
津

野
』
に
よ
る
と
、
上
津
野
に
は
お
園

と
そ
の
妹
お
菊
が
、
父
親
の
か
た
き

を
討
つ
た
め
六
助
を
頼
っ
て
毛
谷
村

へ
行
く
途
中
、
仇

き
ゅ
う
て
き敵

（
か
た
き
討
ち

　

前
回
の
歴
ま
ち
コ
ラ
ム
で
は
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
あ

る
「
能
」
の
演
目
の
う
ち
、
英
彦
山
に
ま
つ
わ
る
「
花
月
」
を
紹

介
し
ま
し
た
。
今
回
は
具
体
的
に
″
ひ
こ
さ
ん
″
の
名
前
が
つ
い

て
い
る
演
目
「
彦

ひ
こ
さ
ん
ご
ん
げ
ん
ち
か
い
の
す
け
だ
ち

山
権
現
誓
剣
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

浄
瑠
璃
の
演
目
に「
彦
山
」の
名

人
気
の
毛
谷
村
六
助
伝
説

↑修験道館に展示されている、毛谷村六助の鉄砲と
　鉄棒（英彦山神宮所有／福岡県指定文化財）

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎82-1236）

　９月10日、は
じめてのドロー
ン体験教室が開
かれました。小
学生以上の児童
やその家族が参
加したこの体験
教室は、ドロー
ンの構造や飛ば
すことのできる
場所などを勉強した後に、実際にコントローラーを使
いドローンを飛ばします。操縦練習のあとは、ストラッ
クアウトのように９つのマスをドローンを使って倒す
ゲームを行い、楽しくドローンの仕組みを学びました。

↑真っすぐ進まないドローンに苦戦する参加者たち

まちのホットNews

年齢に関係なく遊べるニュースポーツ
児童館わくわく☆イベントデー

　昨年度開催し
て大好評だった
ニュースポーツ
大会が、９月23
日、町立児童館
で開かれました。
ニュースポーツ
は年齢や体力に
関係なく誰もが
楽しめるスポー
ツで、この日も保育園児から小学６年生まで17人の児
童が楽しみました。今年度はガラッキー、ディスゲッ
ター、シャッフルボードの３種目で競い、高得点者に
はお菓子の景品が贈られました。

↑的の中心に投げることができれば高得点のガラッキー

マインクラフトでｅスポーツ体験
はじめてのｅスポーツ体験会

　大人気のゲー
ム「マインクラ
フト」を通じて
ｅスポーツを学
ぶ体験会が、９
月23日、オーク
ホールで開催さ
れまた。ｅスポー
ツは電子機器を
使って行う競技
やスポーツのことで、この日は「マインクラフト」の世
界で家づくりや橋づくりを競いました。児童たちは使
い慣れたゲームコントローラーではなくキーボートと
マウスを手に、楽しみながら創造性を育んでいました。

↑初めてキーボードに触れた児童もすぐにゲームに慣れていました
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清
々
し
い
秋
の
空
気
の
中
で
、
英

彦
山
の
自
然
や
生
物
多
様
性
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
解
説
付
き
で
、
見
て

触
れ
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き

11
月
５
日
日
10
時
〜
15
時

（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県

　

立
英
彦
山
青
年
の
家

▼
内
容　

自
然
観
察
、

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

体
験
（
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

　

ス
・
落
ち
葉
し
お
り
づ
く
り
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員

20
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
。

▼
申
込
期
限

10
月
22
日
日

【
第
３
回
自
衛
官
候
補
生
】

▼
試
験
日

11
月
17
日
金
〜
20
日
月

▼
試
験
会
場　

小
倉
駐
屯
地
（
予
定
）

▼
受
験
資
格

18
歳
以
上
32
歳
以
下

▼
受
付
期
限

11
月
６
日
月

【
第
３
回
一
般
曹
候
補
生
（
一
次
）】

▼
試
験
日

12
月
10
日
日
〜
12
日
火

▼
試
験
会
場　

小
倉
駐
屯
地
（
予
定
）

▼
受
験
資
格

18
歳
以
上
32
歳
以
下

▼
受
付
期
限

11
月
30
日
木

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
訓
練
期
間

12
月
１
日
金
〜
令
和

　

６
年
２
月
29
日
木

▼
訓
練
科
名　

ビ
ジ
ネ

　

ス
パ
ソ
コ
ン
科
／
定

　

員
８
人

▼
対
象
者　

身
体
障
が

　

い
、
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、

　

高
次
脳
機
能
障
が
い
、
難
病
な
ど

　

の
あ
る
人

※
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
と
し
て

　

約
５
千
500
円
必
要
）

▼
募
集
期
限

10
月
27
日
金

問
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

    

（
☎
093
―
741
―
５
4
３
１
）

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
６
年
度
施
設
内
職
業
訓
練

生
（
４
月
入
校
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
日

11
月
17
日
金
／
筆
記
お

　

よ
び
面
接

▼
募
集
期
間

10
月
10
日
火
〜
11
月

　

９
日
木

▼
募
集
科　

▽
田
川

　

校
＝
電
気
工
事
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、

　

木
工
家
具
科
、
エ

　

ク
ス
テ
リ
ア
左
官

　

科
、
O
A
事
務
科

　

▽
小
竹
校
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、
機
械
加
工
エ
ン

　

ジ
ニ
ア
科
、
建
築
科
、
デ
ザ
イ
ン

　

塗
装
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備

え
て
い
る
募
集
要
項
ま
た
は
職
業
訓

練
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.fukuoka-kunren.ac.

jp

）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
44
―
１
６
７
６
）

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
４
９
―
62
―
６
４
４
１
）

▼
と
き

12
月
６
日
水
13
時
45
分

▼
対
象
者　

▽
幼
稚
部
＝
平
成
30
年

　

４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月
１
日

　

に
生
ま
れ
た
幼
児　

▽
高
等
部
専

　

攻
科
理
療
科
＝
特
別
支
援
学
校
高

　

等
部
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
し
た
人
か
、
令
和
６
年

　

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た

　

は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

　

る
と
認
め
ら
れ
た
人

▼
志
願
資
格　

両
目
の
視
力
が
概
ね

0.3
未
満
の
人
、
ま
た
は
視
力
以
外

　

の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
の
も
の

　

の
う
ち
、
拡
大
鏡
な
ど
の
使
用
に

　

よ
っ
て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
な

　

ど
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が
不
可
能

　

ま
た
は
著
し
く
困
難

　

な
程
度
の
人
で
、
原

　

則
と
し
て
保
護
者
と

　

と
も
に
県
内
に
在
住

　

し
て
い
る
人

問
福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特
別
支
援

学
校
（
☎
093
―
651
―
５
４
１
９
）

▼
と
き

10
月
21
日
土
10
時
30
分
〜

16
時
30
分
、
22
日
日
11
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ

天
神
中
央
公
園（
福
岡
市
）

▼
内
容　

県
内
各
町
村

　

自
慢
の
特
産
品
や
グ

　

ル
メ
が
大
集
合
。
添

　

田
町
か
ら
も
農
産
物

　

や
加
工
品
な
ど
を
出

　

品
し
ま
す
。

問
福
岡
県
町
村
会
総
務
課

（
☎
092
―
651
―
１
１
２
１
）

▼
と
き

10
月
22
日
日
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

香
春
町
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

老
化
防
止
運
動
の
指
導
、　

　

体
力
年
齢
測
定
な
ど

▼
参
加
費　

無
料
／
定
員
20
人

▼
申
込
期
限

10
月
13
日
金

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
む
ゆ
う
げ

　

ん
（
☎
45
―
７
５
０
０
）

▼
申
込
方
法　

①
参
加
者
全
員
の
氏

　

名
・
年
齢　

②
代
表
者
の
住
所
・

　

連
絡
先　

③
当
日
の
緊
急
連
絡
先

　

を
明
記
し
、
F
A
X（
0
9
4
8

　

―
23
―
４
１
６
２
）

　

ま
た
は
メ
ー
ル
で

　

申
し
込
み

問
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務

　

所
地
域
環
境
課

（
☎
0
9
4
8
―
21
―
４
９
７
５
）

　

添
田
町
読
書
会
で
は
、

法
務
局
田
川
支
局
の
職

員
や
公
証
人
に
よ
る
出

前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

11
月
９
日
木
、
16
日
木
い

　

ず
れ
も
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
立
図
書
館

Information くらしに役立つ情報満載
職
業
訓
練
生
募
集
（
障
が
い
の

あ
る
人
）

英
彦
山
秋
の
自
然
観
察
会

自
衛
官
等
採
用
試
験

添
田
町
読
書
会
教
養
講
座

▼
内
容　

▽
９
日
＝
相
続
登
記
の
義

　

務
化
に
つ
い
て　

▽
16
日
＝
相
続

　

と
遺
言
に
つ
い
て

▼
定
員　

各
15
人
程
度
／
要
予
約

※
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
の
参
加
も
可

能
で
す
。

問
町
立
図
書
館
（
☎
82
―
４
８
０
０
）

　
「
手
と
手
を
取
り
合
う
」を
テ
ー
マ

に
地
域
福
祉
を
進
め
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
11
日
土
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
体
育
館

▼
内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
体

　

験
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
の
取
り
組
み

　

紹
介
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

問
添
田
町
社
会
福
祉
法
人
地
域
公
益

活
動
連
絡
会（
☎
82
―
２
６
０
０
）

試
験
・
募
集

第
２
回
福
祉
ま
つ
り

北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校

幼
児
生
徒
「
募
集
説
明
会
」

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練
の

施
設
内
訓
練
生
募
集

イ
ベ
ン
ト

　こんにちは。空き家対策推進員の髙瀨で
す。現在、空き家を「コワーキングスペー
ス」に整備しています。整備に伴い、DIY
ワークショップイベントを開催しますので
興味のある人は、ぜひ参加してください。

◉漆喰塗り体験
▶とき　10月21日土、
22日日、11月３日金
　いずれも10時～12時
30分

▶ところ　津野1908番
　地付近
▶参加費　500円
▶対象者　小学 4年生以上
　（小学生は保護者同伴）
▶申込方法　Web フォーム
　から申し込み

◉コワーキングスペースとは？
　様々な職種・所属の人が、空間を共有し
ながら仕事や勉強などを行うことができる
スペースです。お茶会やイベントなど様々
な使い方ができる、いわゆるスペース貸し
の施設です。このイベントの参加者には、
オープン後の施設のサービス
チケットをプレゼントします。

問 役場まちづくり課まちづ
くり推進係 （☎ 82-5965）

DIYワークショップ
【漆喰塗り編】を行います！

ク プ

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol.32

添田

地
協

第
14
回
ふ
く
お
か
町
村
フ
ェ
ア

ケ
ア
カ
フ
ェ
む
ゆ
う
げ
ん

◎とき　１回目 11月 ７日火 14時～
　　　　２回目 11月 ９日木 14時～
◎ところ　英彦山野営場付近（現地講習）
◎対象者　くくりわなでの捕獲能力、防除技術を向上
　させたい狩猟免許取得者、狩猟免許取得に関心があ
　る人

　地元の特産品や伝統工芸品のほか、北海
道美深町の特産品を販売します。ステージ
イベントもあり、家族みんなで楽しめる２
日間です。

◉開催日　10月28日土・29日日
◉時間　28日＝ 9時30分～16時
　　　 29日＝ 10時～16時
◉ところ　オークホール駐車場
問 役場商工観光振興課商工観光振興係
 　（☎82-1236)

令和５年度ふる里まつり

４年ぶりに開催します

↑メールは
  こちらから

、。

日
日
10
時
〜
15
時

岡
県

年
の
家

観
察
、

ク
ラ
フ
ト

マ
ス
リ
ー

　　　  第27回上野焼秋の窯開き
▶と　き 10月27日金～29日日10時～17時
▶ところ　上野焼陶芸館（福智町）
※詳細は、上野焼協同組合のホー
ムページで確認してください。
問 上野焼協同組合 （☎ 28-5864）

　　　　
　　　  田川市立病院「みんなの健康講座」
田川市立病院では、毎月１回地域の

皆さんを対象とした健康講座を行って
います。申込不要、参加無料です。
▶と　き 11時～12時
▶ところ　田川市立病院 ２階 講堂
▶内　容　▷10月11日水＝高血圧を理解しよう　▷11月９日木＝
　歯周病　▷12月８日金＝病気とともにお家で過ごすということ
問 田川市立病院（☎44-2100）

　　　
福智町

　　　　
　　　　
田川市

◎と

健康講座」
の
て

理解しよう ▷ 月 日木

↑申し込みは
  こちらから

↑Instagramも
　チェックして
　ください

↑ホームページは
  こちらから

くくりわなによる捕獲技術向上研修会会会会

◎募集人数　15人程度　　◎参加費　無料
◎講師　株式会社九州自然環境研究所 研究員
◎申込受付期間　10月10日火～ 25日水
※１回目と２回目の研修は同じ内容で
す。詳しくは問い合わせください。
問 役場農林業振興課有害鳥獣係（☎ 82-1237）

田川のイベント情報

～パノラマたがわ～
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す
。
今
年
度
も
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
運
動
期
間

10
月
１
日
日
〜
12
月

31
日
日

問
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

　

原
爆
被
爆
者
二
世
の
希
望
者
を
対

象
に
、
無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
実
施
期
間

10
月
１
日
日
〜
令
和

　

６
年
２
月
29
日
木

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
受
診
方
法　

実
施
医
療
機
関
の
窓

　

口
に
二
世
健
診
受
診
の
旨
を
申
し

　

出
て
検
査
し
て
く
だ
さ
い

▼
医
療
機
関　

社
会
保
険
田
川
病
院

　
（
田
川
市
）
ほ
か
47
医
療
機
関

※
予
約
を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課

難
病
等
助
成
係

（
☎
092
―
643
―
３
２
６
７
）

▼
と
き

11
月
8
日
水
12
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
市
中
央
公
民
館

▼
内
容　

合
同
会
社
説
明
会
、
就
職

　

支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
好
感
度
ア
ッ
プ

　

講
座
・
お
し
ご
と
準
備
セ
ミ
ナ
ー
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
託
児　

無
料
／
定
員
20
人
（
先
着

　

順
）

※
託
児
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
「
女
性
の
た
め
の
合
同
会
社
説
明

乱
用
防
止
月
間
で
す
。
薬
物
の
乱
用

は
、
乱
用
者
個
人
の
健
康
だ
け
で
な

く
、
事
故
や
犯
罪
の
誘
因
と
な
る
な

ど
周
り
の
人
の
生
活
に
も
悪
影
響
を

も
た
ら
し
ま
す
。
誘
わ
れ
て
も「
ダ

メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」と
断
る
勇
気
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昨
年
度
は
皆

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
の
ご
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　

と
ご
協
力
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
152
万
５
４

７
９
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
福
岡
県
共
同
募
金
会
か
ら
124

万
９
０
０
０
円
が
添
田
町
に
配
分
さ

れ
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
児
童
・

青
少
年
の
福
祉
活
動
費
な
ど
、
地
域

福
祉
の
推
進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

Information

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日

現
在
で
「
令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
全
国
約
340
万
世
帯
を
対

象
と
し
た
住
生
活
に
関
す
る
最
も
基

本
的
で
重
要
な
調
査
で
す
。
調
査
対

象
と
な
る
世
帯
に
は
、
９
月
下
旬
に

調
査
員
が
伺
い
、
書
類
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
も
簡
単
に
回
答
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
役
場
住
環
境
整
備
課
住
環
境
・
契

約
係
（
☎
82
―
１
２
３
５
）

10
月
16
日
月
か
ら
22
日
日
ま
で
の

１
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

町
で
は
、
３
か
所
で

巡
回
相
談
を
行
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
津
野
公
民
館

10
月
19
日
木
10
時
〜
12
時

▼
彦
山
地
区
総
合
セ
ン
タ
ー

10
月
19
日
木
13
時
〜
15
時

▼
中
元
寺
公
民
館

10
月
26
日
木
10
時
〜
12
時

▼
相
談
内
容　

登
記
や
相
続
、
道
路

　

の
維
持
管
理
や
安
全
対
策
、
年
金

　

や
税
金
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

　

る
こ
と
、
く
ら
し
の
中
で
困
っ
て

　

い
る
こ
と
な
ど

問
役
場
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障
が
い

者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
3
２
）

▼
と
き

10
月
20
日
金
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

臓
器
提
供
へ
の
意
思
は
、
臓
器
提

供
意
思
表
示
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
意
思
表
示
欄
へ
の
記
載
で
示
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
や
大
切
な

人
と「
移
植
」の
こ
と
、「
い
の
ち
」の

こ
と
を
話
し
合
い
、
臓
器
提
供
に
つ

い
て
意
思
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
（
公
財
）福
岡
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
092
―
471
―
８
５
９
９
）

10
月
１
日
か
ら
11

月
30
日
ま
で
の
２
か

月
間
は
、
福
岡
県
麻

薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻

問
役
場
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障
が
い

者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
3
２
）

　

福
岡
県
弁
護
士
会
筑
豊
部
会
が
通

常
の
相
談
業
務
を
拡
張
し
、
夜
間
・

休
日
の
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

▽
夜
間
相
談
＝
11
月
６
日

　

月
〜
10
日
金
い
ず
れ
も
17
時
〜
20

時（
最
終
受
付
19
時
30
分
）　

▽
休

　

日
相
談
＝
11
月
11
日
土
、
12
日
日

　

い
ず
れ
も
13
時
〜
16
時
（
最
終
受

　

付
15
時
30
分
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
予
約
受
付
時
間　

平
日
９
時
〜
11

　

時
50
分
、
12
時
50
分
〜
16
時
50
分

問
飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
9
4
8
―
28
―
７
５
５
５
）

相
談

後 期高齢者医療広
域連合では、被

保険者を対象に歯科健
診と健康診査を実施し
ています。

◉歯科健診
▶対象者　今年度76歳～80歳になる
（昭和18年４月１日～昭和23年３月
31日生まれ）県内の被保険者
▶受診期限 12月31日日（歯科医院
　の休診日を除く）
▶自己負担金 300円
▶受診方法　歯科健診
　の実施医療機関に予約して受診
▶持参品　受診券、被保険者証
※対象者には、５月下旬に受診券を
送付しています。

◉健康診査
▶受診期限　令和６年３月31日日

　（健診実施医療機関の休診日を除く）

▶自己負担金 500円
▶受診方法　健康診
　査の実施医療機関
　に予約して受診
▶持参品　受診券、被保険者証
※令和５年４月末時点の被保険者に
は５月上旬に、５月以降に75歳にな
る人には誕生月の10日頃に受診券と
お知らせを送付しています。

問 福岡県後期高齢者医療広域連合　
　 お問い合わせセンター
 　（☎092-651-3111)

歯科健診と健康診査は
受診しましたか

75歳以上の皆さん

町
内
で
巡
回
相
談
を
実
施

行
政
相
談
週
間

被
爆
者
二
世
健
康
診
断

くらしに役立つ情報満載

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
10月17日火、11月７日火

●補聴器相談（役場ロビー）
10月11日水（13時～）、13日金（15時～）

●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
10月10日火、11月14日火

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
10月10日火（10時～）、26日木（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
11月１日水、12月６日水（13時30分～16時30分）

問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

●人　口　8,608 人（ー32人）
●男　性　4,079 人（ー13人）
●女　性　4,529 人（ー19人）
●世帯数　4,474世帯（ー6世帯）

人の動き ８月末日現在（　）は前月比

●出生　３ 人
●死亡 25 人
●転入　７ 人
●転出 17 人

警察署からのお知らせ

８月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 14（＋５） 110

　人身事故 ２（＋２） ９

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ４（＋４） 17

納期限のお知らせ
● 10月31日火が納期限です
　▷町県民税（３期）
　▷国民健康保険税（４期）
　▷後期高齢者医療保険料（４期）
※口座振替は10月25日水です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

夜
間
・
休
日
無
料
相
談
会

そえだジョイ休館
館内清掃・設備点検のため
▶ 11月13日月・14日火
問 そえだジョイ （☎ 82-5600）

ひこPayの
購入限度額が変わります

20％お得な添田町プレミアム地域商品券（キャッシュレス）のひこ
Pay。現在５万円の購入限度額が８万円に引き上げられます。一度購入
した人もまだ購入していない人もこの機会にお買い求めください。
▶上限額変更日 10月16日月～
※購入には専用アプリのインストールが必要です。
なお、ひこPayの販売は売り切れ次第終了します。
問 添田町商工会（☎ 82-0244）

● 10月11日～20日は全国地域安全運動期間です
　犯罪のない安全で安心して暮らせる地域社会を
目指し地域で防犯活動に取り組みましょう。「散歩
しながら」、「買い物しながら」など、日常生活に防
犯の視点を取り入れて周囲への目配り、子どもへ
の見守りを無理のない範囲で始めてみませんか。

問 田川警察署（☎42-0110）

無
料
法
律
出
張
相
談

会
＆
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」運
営

事
務
局（
☎
092
―
741
―
９
５
３
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
森
添
マ
サ
ヨ
（
上

　

津
野
）
▽
故
田
中
ヨ
シ
ヱ
（
下
落

　

合
）
▽
故
諌
山
ミ
ヨ
（
桝
田
）
▽

故
伊
藤
満
壽
枝
（
上
中
元
寺
）
▽

故
政
枝
賢
一
（
上
中
元
寺
）
▽
故

　

宮
﨑
セ
ツ
子
（
下
中
元
寺
）
▽
故

　

山
下
武
文
（
下
中
元
寺
）
▽
故
中

　

村
ヤ
ス
子
（
添
田
東
）
▽
故
髙
道

　

貢（
添
田
東
）▽
故
保
坂
榮
子（
添

　

田
中
）
▽
故
竹
田
利
明
（
峰
地
北
）

　

▽
故
山
本
光
次
（
真
木
）

　
　
　
（
令
和
５
年
９
月
14
日
現
在
）

【
９
月
８
日
金
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
２
件
／
面
積
４
１
８
０
㎡
を
許
可

▼
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
利
用
権
設
定

　

・
・
・
４
件
／
面
積
５
４
５
２
㎡
を
許
可

※
11
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の
締
め
切
り
は
、

10
月
25
日
水
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

お
知
ら
せ

約 受診

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

10
月
は
臓
器
移
植

普
及
推
進
月
間
で
す

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

↑アプリのインス
   トールはこちら
   から

ひ
購

20％お得な添田

５万円万円
↓

８万円万円

は
、

農業委員会報告

たか

福
岡
県
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻

乱
用
防
止
月
間

女
性
の
た
め
の
合
同
説
明
会
＆

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー



令
和
５
年
10
月
号

そ
え
だ

2023

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 31-5002）火災については、☎ 42-0119におかけください。

　

い
よ
い
よ
10
月
秋
本
番
で

す
。
秋
の
味
覚
、
梨
・
ブ
ド

ウ
そ
れ
に
リ
ン
ゴ
。
そ
え
だ

梨
は
毎
年
姉
妹
町
の
北
海
道

美
深
町
の
児
童
の
給
食
に
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
シ

カ
・
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
遭
っ
て
今
年
は
送
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
美
深
町
の
お
友
達
ご
め
ん
な

さ
い
。
リ
ン
ゴ
は
英
彦
山
観
光
り
ん
ご
園
で
美
味
し

い
も
の
が
で
き
て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
は
歓
遊
舎
で
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
目
に
付
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
巨

峰
よ
り
も
目
に
付
き
ま
す
。
い
ろ
ん
な
秋
の
味
覚
が

添
田
町
で
出
来
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
も
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼

行
政
で
は
年
度
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
）
の
半
分
（
半

年
）
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
７
月
の
長
く
続
い
た
大
雨

に
災
害
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
に
対
し
改
め
て
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
被

災
し
た
皆
さ
ん
に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。い
ち
早
い
復
旧
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

先
日
は
、
彦
山
川
遠
賀
川
を
管
理
す
る
国
の
機
関
で

あ
る
九
州
地
方
整
備
局
ト
ッ
プ
の
局
長
さ
ん
と
九
州

の
河
川
の
総
元
締
め
で
あ
る
河
川
部
長
へ
、
遠
賀
川

周
辺
市
町
村
で
構
成
す
る
期
成
同
盟
の
会
長
大
塚
直

方
市
長
と
副
会
長
の
私
で
陳
情
致
し
ま
し
た
。
特
に

添
田
町
の
桜
橋
護
岸
や
落
合
小
学
校
な
ど
状
況
を
説

明
し
早
い
復
旧
を
強
く
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、事
業
等
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
添
田
町
立
小
中
学
校
の
起
工
で
す
。
９
月
５

日
に
起
工
式
を
行
い
、
令
和
７
年
４
月
開
校
を
目
指

し
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。工
事
落
札
業
者
さ
ん
に
は
、

将
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
た
め
立
派
な
校
舎
を
建
設

し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
地
元
添
田
町
で
調
達
で
き
る

も
の
が
あ
れ
ば
地
元
添
田
町
で
行
う
等
、
添
田
町
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

し
た
。
▼
九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
か
ら
６
年
ぶ
り
に
、

J
R
日
田
彦
山
線
の
添
田
駅
か
ら
夜
明
駅
・
日
田
市

が
B
R
T
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
で
開
通
で
す
。

開
通
日
は
、
約
400
名
の
乗
車
。
平
日
は
300
名
、
土
曜
・

日
曜
は
各
600
名
と
、物
珍
し
さ
も
あ
っ
て
か
好
調
で
す
。

何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
の
は
医
院
ま
で
乗
り
入
れ
て
い

る
B
R
T
に
乗
っ
て
き
た
、
通
院
が
便
利
に
な
っ
た
と

喜
ん
で
頂
い
た
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
沿
線
の
活
性
化

を
図
る
為
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
行
い
乗
客
の
増
を
図
る

と
共
に
住
ん
で
い
る
我
々
町
民
の
為
に
家
か
ら
民
間

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
交
通
手
段
を
組
み
合
わ
せ
B
R
T

へ
接
続
を
図
る
為
、今
、「
添
田
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
（
買
い
物
・
通
院
等
）

の
便
利
さ
を
作
り
上
げ
、
住
み
や
す
い
町
に
し
て
い

き
ま
す
。
▼
空
き
家
バ
ン
ク
も
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、

町
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
助
成
で
内
装
等
改
修
し
住
ん

で
頂
い
て
い
ま
す
。
▼
日
本
人
初
の
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー

ス
吉
松
育
美
さ
ん
は
町
空
き
家
バ
ン
ク
の
サ
イ
ト
を

見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
添
田
町
を
知
っ
た
そ
う
で

す
。日
本
は
元
よ
り
世
界
を
ま
た
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
の
方
が
、
添
田
町
の
自
然
や
文
化
歴
史
に
感
動
し
、

岩
石
山
の
麓
の
家
を
購
入
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
ミ
ス

ユ
ニ
バ
ー
ス
を
育
て
よ
う
と
各
地
か
ら
生
徒
が
集
ま

り
レ
ッ
ス
ン
も
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。添
田
町
の
事
、

英
彦
山
は
添
田
町
に
あ
る
こ
と
な
ど
、
も
っ
と
も
っ
と

情
報
発
信
し
な
け
れ
ば
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
添
田

町
、
意
外
と
住
み
や
す
い
町
に
な
っ
て
い
る
ね
。
そ

う
だ
！
そ
え
だ
。
移
住
し
よ
う
。

皆さんの磨き抜かれた芸や作品に出会える２日間で

す。入場無料で、どなたでも観覧できます。皆さんの

お越しをお待ちしています。

▷とき 11月４日（土）・５日（日）９時～ 16時

▷ところ　オークホール

▷芸能発表　大正琴、創

　作舞踊・ダンス、琴演

　奏、フラダンス、ハー

　モニカ、民踊、日舞、

　バレエ、コーラス、三

　味線、吟詠、カラオケ

▷美術発表　水彩画、水墨・篆刻、書道、はがき絵、

　フラワーアレンジ、手芸品、銀粘土、アーティフィ

　シャルフラワー、華道、下げもん、寒蘭

▷問い合わせ　オークホール（☎ 82-2559）

芸術の秋
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文化の秋

■英彦山神宮横綱奉納土俵入り

　　近年頻発する豪雨災害を鎮めるための

神事として、また田川地域の魅力発信の

一環として横綱照ノ富士関による奉納土

俵入りが行われます。

■第47回添田町総合文化祭

▷とき 11月５日（日）15時～

▷ところ　英彦山神宮奉幣殿前

▷内容　伊勢ヶ濱部屋の横綱照

　ノ富士関による土俵入り、太

　鼓打ち上げ、弓取り式

▷問い合わせ　国史跡指定英彦

　山の歴史と文化を守る会事務

　局（☎ 85-0001）

俵入り

ための

発信の

奉納土

１１月上旬イベント
ピックアップ！！
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